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の
字
都
宮
女
子
商
業
高
校
が
強
く
、
そ

れ
を
近
畿
、
四
国
、
東
海
勢
が
追
っ
て

い
ま
す
。
男
子
は
、
女
子
よ
り
歴
史
が
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梅雨の晴れ間に

若人躍動

うっとおしい梅雨がつ勺く このご

ろ、その日晴青れ間 を縫つて若人カ

フト ボ一ル、水泳 、陸上、 庭球にと

村正雨を吹きすlEばさんはか リの熱戦を

くりひろげ.ました。

6月20日

生を対象と

みの

すので早 目

んでくださ

働く

丸山

働〈婦

や保護、

労働省婦

室では

進めるため

嘱し、 f旦当

上 田市

〈婦人、

労働者

あるか

長野婦人

ますので、

竹内

きあ

倒閣制崎信念 舟制帽おゆが fミ1.:
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染谷丘正:j校 6 ・ 7凶の JJ:l幣もむなしく

に惜!tt( 6月17日)

跳
躍

スタート
県出校総体水泳競技束1，(t也1><:-{. j)'l;、ハタ 77

イ100m決勝のスター 卜、終日熱戦が以!引きHま

した カ、記H的にはもう 一 歩でした。(6 }]20日)

民
予
選
、
走
リ
山川
と
ひ
、

川町
小
学
総
体
時
上
院
校
以
一
一
一
川
地

日
明

の

練
刷
円
で
鍛
え
た
技
を
競
い
ま
し
た

(六
月
二
十
日

箱山

市民の動き (6月1日現在)
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北
陸
新
幹
線
の
あ
ら
ま
し
と
、
駅
誘
致
運
動
の
経
過
な
ど
に
つ
い
て
、
六
月

一
日
発
行
の
広
報
う
え
だ
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
ル
ー
ト
・
停
車
駅
な
ど

の
発
表
が
本
年
度
中
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
現
在
、
市
は
、
北
陸
新

幹
線
の
市
内
通
過
は
ほ
ぼ
決
定
的
と
み
て
、
市
の
発
展
に
大
き
な
か
か
わ

η
を

持
つ
こ
の
問
題
と
真
剣
仁
取
り
組
み
、
駅
誘
致
を
全
力
で
実
現
す
る
た
め
、
助

役
を
本
部
長
と
す
る
「
北
陸
新
幹
線
上
田
駅
誘
致
対
策
本
部
」
を
六
月
八
日
設

置
し
ま
し
た
。

こ
の
対
策
本
部
は
、
新
幹
線
が
持
つ
問
題
点
を
研
究
す
る
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

l
ム
を
編
成
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
積
極
的
に
お
聞
き

し
た
り
、
土
地
問
題
や
市
民
生
活
へ
の
影
響
な
ど
総
合
的
に
種
々
の
問
題
と
取

り
組
む
た
め
、
十
一
の
部
課
が
そ
れ
ぞ
れ
専
門
部
門
を
担
当
し
ま
す
。

こ
れ
に

先
き
が
け
て
行
わ
れ
た
新
幹
線
問
題
懇
談
会
の
席
上
で
も
「
駅
は
必
要
で
あ
る
」

と
し
な
が
ら
も
、
対
策
本
部
で
研
究
、
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
潰
地
(
つ

ぶ
れ
ち
)
に
つ
い
て
」
「
在
来
線
は
ど
う
な
る
か
」
「
問
題
に
な
っ
て
い
る
公
害
は
」

「
通
過
地
区
住
民
の
反
対
に
対
す
る
説
得
は
」
な
ど
の
問
題
が
続
出
、
市
民
の

新
幹
線
へ
の
関
心
の
深
さ
が
伺
わ
れ
ま
し
た
。
北
陸
新
幹
線
の
市
内
通
過
が
ほ

ぼ
決
定
的
と
な
っ
た
現
在
、
市
の
発
展
に
か
か
せ
な
い
駅
誘
致
を
最
前
提
に
、

市
民

一
人

一
人
が
自
分
自
身
の
問
題
と

し
て
考
え
「
上
田
駅
」
実
現
を
目
指
し

キ
す
O
l
l
ν

ト
ふ

・
4

，。

、「，_~722号 (臨鎖倒一一広報一一第722号ー

か
な
り
多
く
の
土
地
が
つ

ぶ
れ
る
が
。

答

H
ト

ン
ネ
ル
と
高
架
方
式
で
行
え

ば
、
つ
ぶ
れ
地
内
件
に
つ
い
て
は
あ
ま

り
問
題
は
な
い
と
思
う
。

-rzヨ
リ
l
|

「
「
内
司

青
山
rL
昆
「国
E
IA
FT
-
6
5
トヒ
ι
Eh
b

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

「
屋
外
広
告
物
掲
示
板
」

市
発
展
の
た
め

駅
は
必
要

ル
ー
ト

・
停
車
駅
の
発
表
が
予
想
さ

れ
る
な
ど
、
身
近
か
に
な
っ
た
北
陸
新

幹
線
問
題
を
話
し
合
う
「
新
幹
線
問
題

懇
談
会
」
が
、
市
内
十
九
の
自
治
会
地

区
連
合
会
長
さ
ん
を
初
め
、
市
長
、
市

議
会
議
長
、
北
陸
新
幹
線
特
別
対
策
委

員
長
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

事
務
局
か
ら
、
今
ま
で
の
経
過
と
東

置設を
げ
ハ
ド

立
口本策↓ー

す
A
f致禾

乃==
ロ

F
ヘ

E
U
 

ご意見ご要望を

線音Eるな
の十」 「た ヰヒ
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リの 六陸 、新

Y 部 月新市幹
ト課 八幹は線
、 が 日*~食、グ〉

デ 、に上助市

リ そ 設 回 役内
れ 置 駅を通

Y ぞ し誘本過 |北陸新幹線上田駅誘致対策本部組織図
トれ ま致部か
の、し 対長決
日f新 た策と定
究幹。 本す 的

海
道
、

山
陽
新
幹
線
視
察
の
結
果
が
報

告
さ
れ
、
話
し
合
い
に
入
り
ま
し
た
。

こ
の
話
し
合
い
で
は
、
市
の
将
来
の

発
展
を
考
え
、
駅
誘
致
に
全
力
を
あ
げ

る
べ
き
だ
、
誘
致
運
動
も
駅
の
場
所
を

は
っ
き
り
決
め
て
行
い
、

山
を
削

っ
て

で
も
駅
を
つ
く
ろ
う
、
新
幹
線
開
通
後

の
信
越
線
の

ロ
ー
カ

ル
化
は
、
市
の
死
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市
民
の
意
見
や
要
望
の
吸
収
、
市
民

へ

の
広
報
な
ど
総
合
的
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
編
成
し
て
、
「
駅
誘
致
」
の
運

動
を
円
滑
に
行
い
ま
す
勺

市
民
の
皆
さ

ん
の
こ
立
見
、
ご
要
望
を
お
聞
か
せ
く

く 四 表
だ 階;.j1:J ;.!J: 
さのボ 各
ぃ 公し一
。害た 枚
諜 い )

へ }jが

届 は 塑
tt'， 、が

て中ーで
許 目 き
可 にま
を けiて
得 役ー
て 所

活
問
題
で
あ
る
。

公
害
問
題
で
は
、
名
古
屋
の
騒
音
を

規
察
し
て
み
て
、
住
民
が
意
外
に
気
に

し
て
い
な
い
よ
う
だ

つ
た
。
ま
た
、
国

鉄
も
新
幹
線
開
通
以
来
、
懸
命
に
公
答

問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は
事
実

な
の
で
、
技
術
の
進
歩
で
対
応
で
き
る

の
で
は
な
い
か
。

新
幹
線
通
過
地
区
の
反
対
は
、
当
然

あ
る
だ
ろ
う
が
市
の
将
来
を
々
え
、

市
民
一
人

一
人
が
そ
の
立
場
に
立

っ
て

真
剣
に
検
討
す
べ
き
だ
。
ま
た
、
ル

ー

ト
な
ど
の
国
鉄
原
案
は
で
き
て
い
る
だ

ろ
う
し
、
近
く
県
知
事
に
諮
問
さ
れ
る

と
い
う
情
報
も
あ
る
。

こ
れ
は
駅
誘
致

に
対
す
る
市
民
の
姿
勢
に
大
き
な
影
響

が
あ
る
の
で
、
早
く
は

っ
き
り
さ
せ
る

べ
き
だ
。
な
ど
現
実
的
な
活
発
な
意
見

が
で
ま
し
た
。

こ
の
結
果

「
駅
設
置
を
前
提
と
し
た

新
幹
線
建
設
は
賛
成
で
あ
る
」
こ
と
を

確
認
し
、
市
へ
新
幹
線
の
必
要
性
や
効

果
、
公
害
問
題
な
ど
を
研
究
、
検
討
し

て
市
民
に
知
ら
せ
、
市
民
の
意
見
、
要

望
を
聞
き
、
全
市
的
な
姿
勢
を
決
め
る

機
関
設
置
の
要
望
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

在
来
線
は
通
勤
通
学

貨
物
輸
送
が
主
に

ま
た
、
事
務
局
と
の
質
疑
応
答
で
は

駅
設
置
の
可
能
性
、
在
来
線
は
ど
う
な

る
か
な
ど
、
次
の
よ
う
な
問
題
が
取
り

あ
げ
ら
れ
ま
し
た

質
問
1
線
路
が
土
盛
リ
右
弐
だ
と
、

も



新
幹
線
へ
の
関
心
の
深
さ
が
伺
わ
れ
ま
し
た
。
北
陸
新
幹
線
の
市
内
通
過
が
ほ

ぼ
決
定
的
と
な
っ
た
現
在
、
市
の
発
展
に
か
か
せ
な
い
駅
誘
致
を
最
前
提

に
、

甫
良
一
人
一
人
が
自
分
自
身
の
問
題
と
し
て
考
え
「
上
田
駅
」
実
現
を
目
指
し

さ
・

4

レ，
A
'
A
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h

t

多

t
の
1.
肺
叫
が
う
よ
れ
る
が

筈
H
ト
/
不
ル
と
い
ハ
川
奴
万
式
て
行
え

ば
、
ノ
ん
れ
地
の
件
に
勺
い
て
は
あ
ま

り
問
砲
は
な
い
と
忠
・つ
ω

質
問

H
上
聞
駅
訟
叩
引
の
可
能
件
は
。

答

H
北
陸
新
幹
線
は
、
地
方
開
発
を

目
的
と
し
た
新
幹
線
で
あ
る
か
ら
、
地

万
主
要
都
市
を
結
ぶ
の
は
事
実
で
あ
る

陳
情
の
際
、
逆
に
激
励
さ
れ
て
い
る
。

質
問

H
現
衣
の
信
越
線
は
ど
う
な
る

の
か
。答

H
辿
助
、
通
学
用
の
ロ
ー
カ
ル
列

市
と
貨
物
輸
送
が
主
力
と
な
り
、
急
行
、

特
急
は
な
く
な
り
、
遠
万
旅
行

(東
京

な
ど
)
の
場
合
、
新
幹
線
駅
が
上
回
に

な
い
と
長
野
ま
で
行
き
新
幹
線
に
乗
車

す
る
こ
と
に
な
る
。

質
問

H
騒
音
な
ど
の
公
害
問
題
は
。

答

H
住
印
刷
地
区
七

O
ホ
ー

ン
、
工
業

地
区
七
五
ホ

l
ン
を
守
る
と
、
大
山
通

過
の
京
北
新
幹
線
で
国
鉄
が
大
富
市
民

に
確
約
し
て
い
る
。

え一】広報

る
「
北
陸
新
幹
線
上
田
駅
誘
致
対
策
本

部
」
を
六
月
八
日
に
設
置
し
ま
し
た
。

十
一
の
部
課
が
、
そ
れ
ぞ
れ
、
新
幹

線
の
メ
リ
y
ト
、
テ
リ
メ

ッ
ト
の
研
究

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

「
屋
外
広
告
物
掲
示
板
」

二
中
西
側
市
道
に
設
置

市
は
、
昨
年
二
月

「
屋
外
広
告
物
等

の
整
備
に
関
す
る
条
例
」
を
地
行
し
、

看
板
、
は
り
紙
、
は
り
札
、
広
告
塔
な

ど
に
よ
り
、
市
内
が
汚
れ
、
美
観
を
失

う
こ
と
を
規
制
、
違
反
広
告
物
へ
の
勧

告
や
不
許
可
広
告
物
の
撒
去
な
ど
を
行

っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
六
月
か
ら
、

音
楽
会
や
講
演
会
の
催
し
物
、
商
屈
の

大
売
り
出
し
ゃ
開
庖
の
広
告
の
場
に
、

「屋
外
広
告
物
掲
示
板
」
を
設
置
し
、

規
制
す
る
だ
け
で
な
く
、
広
告
の
便
宜

を
図
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

掲
示
板
は
、
高
き

一
・
八
メ
ー
ト

ル

横
五
・
四
メ
ー
ト
ル
の
防
水
ベ
ニ
ヤ
製

で
、
市
道
花
園
天
神
町
線
(
上
回
公
園

前
)
の
第
二
中
学
校
の
西
側
に
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

利
用
は
無
料
で
す
が
、
届
出
の
手
続

き
や
大
き
さ
な
ど
次
の
よ
う
な
決
ま
り

が
あ
り
ま
す
。

掲
示
で
き
る
広
告
物
は
、
は
り
紙
(
屋

外
広
告
物
法
第
二
条
に
規
定
)
の
み
で

大
き
さ
は
、

0
・
五
平
方
メ
ー
ト

ル
(
市

販
の
模
造
紙
半
分
強
)
以
内
、
掲
示
枚

数
、
一
件
に
つ
き
一
枚
(
両
面
刷
り
は

み
ん
な
で
「
わ

市
自
治
会
連
合
会
で
は
、
七
月
十
七

日
出
、
十
八
日
間
に
「
祇
園
祭
り
」
を

行
い
ま
す
。

当
日
は
、
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
、
市
街
地
の
交
通
規
制
を
行
い
ま
す
。

自
家
用
車
の
利
用
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

(
下
図
)

祇
園
祭
り
は
、
長
い
伝
統
を
も
っ
、
庶

民
の
夏
祭
り
と
し
て
市
民
に
親
し
ま
れ

ふ
る
さ
と
意
識
や
、
生
活
の
連
帯
感
を

築
く
大
き
な
役
割
を
果
し
て
、
今
日
ま

で
続
い
て
き
ま
し
た
。

大
勢
の
市
民
が
参
加
し
て
、
夏
の
一

夜
を
楽
し
く
す
ご
し
ま
し
ょ
う
。

チ
ー
ム
を
編
成
し
て
、
「
駅
誘
致
」
の
運

動
を
円
滑
に
行
い
ま
す
崎
市
民
の
皆
さ

ん
の

こ
意
見
、
ご
要
望
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

表
裏
各
一
枚
)
が
掲
示
で
き
ま
す
。

ぬ
示
し
た
い
方
は
、
早
自
に
市
役
所

四
階
の
公
害
課
へ
届
出
て
許
可
を
得
て

く
だ
さ
い
。

掲
示
で
き
る
日
数
は
十
日
間
で
、
そ

の
問
、
掲
示
責
任
者
は
、
十
分
な
管
理
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
違
反
す
る
と
以
後

掲
示
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

掲
示
物
が
破
損
さ
れ
て
も
市
は
責
任

を
お
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
映
画
の
ポ
ス
タ
ー
、
公
職
選

挙
法
に
よ
り
選
挙
管
理
委
員
会
の
検
印

を
受
け
た
も
の
な
ど
は
掲
示
で
き
ま
せ

ん
。

〈
お
問
合
せ
〉

つ

し

し1
」

祇
園
祭
り

祇
園
祭
交
通
規
制
図

駅
設
置
の
可
能
性
、
街
米
線
は
ど
う
な

る
か
な
ど
、
次
の
よ
う
な
問
題
が
取
り

あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

質
問

1
線
路
か
土
盛
り
方
式
だ
と
、

民
生
部
公
筈
課
環
境
指
導
係

F
g
@

四

-
0
0内
線
二
九
四
有
線
②
O
六
七

一

)

子
供
の
た
め
に
な
る
教
育
は
、
大
切

な
基
礎
学
力
を
身
に
つ
け
る
に
は
、
よ

い
人
が
ら
の
子
を
育
て
る
に
は
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
問
題
や
悩
み
を
お
母
さ
ん

が
勉
強
す
る
「
教
育
を
考
、
え
る
母
親
の

会
」
を
次
に
よ
り
聞
き
ま
す
。
お
母
さ

ん
方
お
誘
い
あ
っ
て
大
勢
お
で
か
け
く

だ
さ
い
。

と

き

・

と

こ

ろ

1
七
月
十
一
日
日
午

後
二
時
か
ら
四
時
、
新
回
、
呈
蓮
寺

講

師

H
H
白
石
み
さ
よ
さ
ん
(
清
明
小

学
校
教
諭
)
竹
内
一
雄
さ
ん
(
丸
子

中
央
小
学
校
長
)

寸手|肝町
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推
信
愛
も
氏
日
間
凶
お
E

乃

商
関
品
質
ノ
J
1
4
1
A
u
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M
列

「

ト

/ν

氏
(
姓
)
を
名
の
れ
ま
す

民
法
が
一
部
改
正
さ
れ
、
婚
姻

(結
し
た
人
で
、
既
に
婚
姻
前
め
氏
に
も
ど

姉
)
の
と
き
氏

(姓
)
を
改
め
た
人
は
っ
て
い
る
人
も
、
今
年
九
月
十
五
日
ま

離
婚
し
て
も
離
婚
後
三
か
川
以
内
に
そ
で
に
川
州
を
す
れ
ば
、
婚
姻
中
に
名
の

め
竹
川
出
す
れ
ば
「
婚
刷
小
に
名
の
つ

っ
て
い
た
氏
を
再
び
名
の
る
こ
乙
が
で

て
い
た
氏
を
名
の
る
」
こ
と
が
で
き
ま
き
ま
す
。

す
。

く
わ
し
く
は
、
市
役
所
一
階
の
市
民

こ
の
法
律
は
、
六
月
ト
五

日

か

ら

地

謀

一戸
籍
係
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

行
さ
れ
ま
し
た。

(
宮
⑫
四

一
O
O
内
線
二
七
一
有
線
二

ま
た
、
こ
の
法
律
地
行
前
三
か
月
以
②
O
七
O

こ

内
(
今
年
三
月
十
五
日
以
降
)
に
離
婚

昭和51年 7月1日ーーー(4)ー

お知もせ

t: えつ_~722号 (器棺鋭脇島一一広報

た
の
し
い

青
年
生
活

教
室
開
く

市
公
民
館
で
は
、
七
月
中
旬
か
ら
次

に
よ
リ
、
点
川
年
生
前
数
本
を
附
き
ま
す

の
で
お
添
い
あ

っ
て
大
勢
ご
参
加
く
だ

昔、

L

一 第722号ー

良

6月23日上野が丘公民館で行われた

「移動市長室」 へ市民の皆 さんが気

;軽に訪れました。

〈料
目
・
日
程
・

講
師
〉

山
守
点
H
H
第
二
・
四
水
附
日
、
柴
崎
両

場
さ
ん
。

ペ
ン
習
乍

l
第
二

・
四
木
眼
目
、
三

木
蘇
水
さ
ん
。

木
彫

(初
級

)
l
毎
週
木
叫
日
、
掛

川
忠
夫
さ
ん
。

毛
筆
習
字

l
第
二
・
四
金
総
目
、
佐

納

税

組

合

組

合

長

さ

ん

国

保

・

年

金

協

力

さ
ん

• 

十
勝
鶴
凶
さ
ん
。

料削什一
H
H
第
二

・
四
水
昭
目
、
山
崎
八

重

f
さ
ん

受
講
料

l
一
科
目
五
百
円
を
開
講
式
当

日
納
入

(
た
だ
し
、
材
料
費
、
テ
キ

ス
ト
代
は
別
)

定
員

・
会
場
M
M
各
教
室
と
も
三
十
五
名

上
回
市
公
民
館
(
材
木
町

一
l
二
l

四
七

)

開
講
式

l
各
教
室
と
も
、
七
月
十
六
日

幽
午
後
六
時
三
十
分
か
ら
市
公
民
館

で
申
込
み
・
お
問
合
せ

l
七
月
五
日
間
か

ら
市
公
民
館
青
少
年
係
で
受
付
ま
す
。

電
話
で
も
結
講
で
す
(
宮
@
O
七
六

O
有
線
②
O
八
九
二

つ
開/ぐ
照
一
向

?吟
J

ヤ

)

v

v

u

制
下
司憶
の
立
民
首
主
“

一

一p
-
F市
沖
河
ど
1
1

一

ワ
イ
ル
病
予
防
接
種
を
下
表
に
よ
り

行
い
ま
す
。

こ
の
病
気
は
、
ど
よ
ね
ず
み
が
病
菌

を
ま
き
散
ら
し
、
手
足
の
小
さ
い
向
か

ら
休
内
に
入
り
発
病
す
る
致
死
率
の
高

い
怨
ろ
し
い
病
気
で
す
。
内
は
耕
従
事
者

や
料
血
に
従
中
す
る
人
は
も
ち
ろ
ん
、

多
く
の
皆
さ
ん
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
お

勧
め
し
ま
す
。

対
象
者

l
尚
十
八
級
以
上
の
希
望
者
、

接
種
方
法
H
H
初
め
て
受
け
る
人
は
、
一

週
間
間
隔
で
二
副
接
種
。

昨
年
初
回
終
了
者
と
丘
年
前
に
山
一
加

桜

Mm
を
受
け
た
人
は
、
一

一川
核
抑

料
金
・
接
種
で
き
な
い
人

1
無
料
。
心

臓
、
腎
臓
、
肝
臓
疾
患
者
。
有
熱
患

者
。
そ
の
他
、
医
師
が
不
適
当
と
認

め
た
人
。

お
問
合
せ

l
民
生
部
保
健
予
防
課
保
健

係

(
宮
@
四
一
O
O
内
線
二
八
八

・

二
八
九
有
線
②
O
七
二

二

よz〉= 場 名
実施 日

1回目 2回目

市役所豊殿支所

川西社会福祉センター
7 7 

塩田母子健康センター 16 23 

市健康センタ ー
日 日

ワイル病予防接種日程表

を自
皿

分
体

鈎
ず

時
必

2
で

‘hJ
の

か
す

分
ま

ハU

、J

内ぺ
υ

h

『
。

時
あ
い

l
て
き

後
し
だ

午
意
く

も
用
け

と
に
か

場
場
で

会
会
お

各
は
て

は
察

つ

問
診
か

時
間
は

A
V
A
V
 

陸
上
競
技

ス
ポ

l
y雲至
明

連
徒
募
集

次
に
よ
り
陸
上
競
技
の
ス
ポ
ー
ツ
教

室
の
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。
希
望
者
は

期
日
ま
で
に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

と

き

1
八
月
十
日

ω十
一
日
附
午
前

九
時
か
ら
十
一
時
ま
で
。
(
十
月
十

一
日
に
全
信
州
陸
上
競
技
大
会
を
見

学
)

と
こ
ろ

1
市
営
陸
上
競
技
場

人
員
・
資
格

l
百
名
、
小
学
校
三
年
生

か
ら
中
学
三
年
生
ま
で

坂
井
太
れ
美
さ
ん

(
中
常
国
第

二

古

川
尻
利
さ
ん
(
ド
常
凹
第
一
)
山
川
秀

子
さ
ん

(上
川
原
柳
第
三
)
山
崎
一十
八さ

之
郷
じ
瓜

)、
工
勝
以
邦
さ
ん

(F
之
郷

九
肌

)、
叩
凶
美
弥
男
さ
ん

μ
川

一
川
)

藤
沢
柄
造
男
さ
ん

(
八
木
川
-
九
肌

)、
中

参
加
料

l
一
人
三
百
円

準
備
用
具

1
陸
上
競
技
の
で
き
る
服
装

募
集
期
間

1
七
月
二
十
四
日

ωま
で

申
込
み
先
き
・
お
問
合
せ

l
参
加
料
、

氏
名
、
保
護
者
名
、
住
所
、
生
年
月

日
、
電
話
番
号
を
明
記
し
て
、
教
育

委
員
会
体
育
課
へ
申
込
ん
で
く
だ
さ

い
(
宮
@
四

一
O
O
内
線
五
五
五
)

@
水
泳
教
室
は
、
各
小
学
校
を
と
お
し

て
募
集
し
ま
す
。

"座講
生
募
集

富
喜
怒

'
d
a

i

L
僻

i

上
回
専
修
職
業
訓
練
校
で
は
、
週
末

技
能
講
座
の
一
つ
と
し
て
、
次
に
よ
り

木
彫
り
講
座
を
聞
き
ま
す
の
で
、
希
望

者
は
早
目
に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

と

き

l
七
月
十
七
日
、
二
十
四
日
、

三
十
一
日
、
八
月
二
日
の
各
土
曜
日

午
後
一
時
か
ら
四
時

と
こ
ろ

l
上
回
専
修
職
業
訓
練
校
(
常

磐
城
一

l
三
1

二
O
)

定

員

l
二
十
名
、
年
齢
、
性
別
は
問

い
ま
せ
ん
。

内

容

H
H
彫
刻
刀
の
各
種
研
ぎ
方
、
初

歩
的
な
木
彫
り
壁
掛
製
作
、
塗
装
な

シ」。

持

物
H
H
彫
刻
刀
七
本
組
一
式

受
講
料
・
材
料

1
無
料

申
込
み
方
法
・

お
問
合
せ

l
七
月
八
日

肘
ま
で
に
受
講
申
込
書
を
上
回
専
修

職
業
訓
練
校
へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

(申
込
書
は
同
校
て
。
告

@
O
六
O

O
)
 

男
さ
ん

(
別
所
日

μ
)、
中
凶
行
木
郎
さ

ん

(
別
所
旅
館
組
合
)

〈
優
良
国
民
年
金
協
力
会
長
〉
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事局
4
1
r
ヨ
百
H
V

〈

山
公
民
館
で
は
、

仁
川
中
旬
か
ら
次

に
よ
り
、
行
年
生
前
教
れ
を
附
き
ま
す

の
で
お

A
い
あ

3

て
大
勢
-
-
参
加
、
た

b

，e
L
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良

ベ
ン

判
下

l
第
一

本
町料
水
さ
ん

J

木
彫

(初
級

)
l毎
週
木
眼
目
、
船

川
忠
犬
さ
ん

E
筆
削白山
千

l
第
二

・
四
金
眼
目
、
佐

納
税
組
合
組
合
長
さ
ん

国
保
・
年
金
協
力
会
長
さ
ん

イ憂
五
十

一
年
度
、
上
田
市
納
税
組
合
連

A
H
会
の
席
上
で
、
長
年
に
わ
た
リ
優
秀

な
納
税
成
制
を
あ
け
て
い
る
組
合
と
組

合
以
さ
ん
、
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
協

力
会

K
会
、
国
民
年
金
協
力
会
長
会
の

席
上
で
、
長
年
、
国
保
税
、
年
金
保
険

料
の
納
入
な
ど
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

協
力
会
長
さ
ん
に
、
感
謝
状
と
記
念
品

を
州
リ
、
そ
の
ご
苦
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま

えつ広 報

交通災害遺児に

福祉金

ー (5ト一一昭和51年 7月1日

;

に
感
謝
状

し
た
。〈優

良
納
税
組
合
〉

桜
が
丘
納
税
組
合
、
岩
下
納
税
組
合
、
柳

堂
第

一
納
税
組
合
、
{
円
島
納
税
組
合
、

塩
尻
第
十
七
納
税
組
合
、
築
地
西
部
第

一
納
税
組
合
、
大
久
保
納
税
組
合
、
林

之
郷
納
税
組
合、

町
吉
田
納
税
組
合
、

赤
坂
山
崎
班
納
税
組
合

〈
優
良
納
税
組
合
長
〉

交通事故、または災害事故によ り、 長野県内に住所が

あった、父、または母が死亡 ・廃疾となった満18歳に満

たない児童に、交通災害迫児福祉金が県から支給されま

す。

上田市では、すでに70余名の皆さんが受給されていま

す。支給額は、年 7千円で 8月に支給されますので、該

当児の保護者の方でまだ手続きをしていない方は、至急

手続きしてくださし、。(手続き方法は最下段に)

すでに受給されている方は、 7月15日までに受給調書

を市役所福祉事務所福祉課へ提出し てくださし、。 (用紙

は福祉事務所福祉 課にあります)

災害事故=①風水害等の天災地変による事故、②労働者

の業務上の事故、③公務員の公務上の事故

疾一交通事故、または災害事故により、国民年金

法の別表 1級に該当する障害者。

(早目に手続きを〕

廃

母子家庭に

児童扶養手当 週
間
間
隔
で
二
回
接
陣
。

昨
年
初
回
終
了
者
と
五
年
前
に
追
加

接
聞
を
受
け
た
人
は
、
一

回
篠
崎
。

料
金
・
接
種
で
き
な
い
人

l
無
料
。
心

坂
井
太
質
美
さ
ん
(
中
常
国
第

二

吉

川
茂
利
さ
ん
(
下
常
田
第
一
)
宮
川
秀

f
さ
ん
(
上
川
原
柳
第
三
)
山
崎
平
八

郎
さ
ん

(
ド
ぽ
山
東
部
)
今
井

一
郎
さ

ん
(
下
一肘
山
西
部
)
内
山
八
郎
さ
ん
(
愛

染
)〈優

良
国
民
健
康
保
険
協
力
会
長
〉

宮
下
寿
子
さ
ん

(
上
常
田

)
栗
山
和
子

さ
ん
(
北
天
神
町
)、
塩
入
と
リ
チ
さ
ん

(
原
町
)、
中
沢
正
尚
さ
ん

(繰
が
，

ι
)、

阿
部
い

へ
f

ず
さ
ん

(
鍛
治
町
)、
増
沢
と

り
さ
ん

(諏
訪
形
)、
原
敦
胤
さ
ん

(念

升
)、
寺
崎
美
津
枝
さ
ん

(神
畑
第
一二
)、

宮
入
い
志
さ
ん

(神
畑
第
四
)、
田
中
俊

代
さ
ん

(矢
沢
第

二
、
山
辺
幸
枝
さ
ん

(平
井
寺
二
班

)、
斉
藤
秀
夫
さ
ん

(
下

学
)

と
こ
ろ

1
市
営
陸
上
競
技
場

人
員
・
資
格

l
百
名
、
小
学
校
三
年
生

か
ら
中
学
三
年
生
ま
で

之
郷
七
班
)、
工
藤
康
邦
さ
ん

(下
之
郷

九
庇
)
、
甲
田
美
弥
男
さ
ん
(
ト辺川

一
所
)

藤
沢
酒
造
男
さ
ん
(
八
木
川
五
班
)、
中

沢
源
三
さ
ん
(
八
木
沢
六
班
)、
武
田
茂

美
さ
ん

(
十
人
上
村
)、
山
極
義
人
さ
ん

(新
町
町
組
)、
小
林
隆
さ
ん

(新
町
下

検
田
見
)、
小
坂
井
三
男
さ
ん

(東
前
山

第
五
)、
宮
沢
泰
祐
さ
ん

(西
前
山
広
原

二
、
金
沢
直
人
さ
ん

(手
塚
金
井
)、滝

沢
晴
雄
さ
ん

(
手
塚
紺
屋
村
)、
勅
使
川

原
功
さ
ん

(手
塚
上
久
保
)
、
箱
田
衛
夫

さ
ん

(手
塚
上
堰
口

)、
斉
藤
清
人
さ
ん

(手
塚
下
堰
口

)、
斉
藤
雅
昭
さ
ん

(別

所
西
大
湯
)、
依
田
次
衛
さ
ん
(
別
所
東

大
湯

)、
山
辺
た
け
子
さ
ん
(別
所
湯
端
)

網
野
弥
蔵
さ
ん

(別
所
東
町
)、
古
平
敏

0歳から義務教育終了前の次のいずれかに該当する児

童を、養育している母、または養育者に児童扶養手当、

月額15，600円が支給されます。

①父母が離婚した後、父親と 別 れて生活している児童。

②父親が死亡した児童。

③父親が廃疾の状況にある児童。

④ 1年以上、父親が法律により拘禁されている児童。

⑤ 1年以上、父親ヵ、生死不明の児童。

⑥ l年以上、父親から遺棄されている児童。

⑦婚姻によらないで生抗た児童や捨て子。

ただし、里子や児童福祉施設に入所している児童は対

象になりません。 また、児童が公的な年金を受 けられる

時や、児童を対象として、その児童以外の人が、国民年

金、恩給、厚生年金など公的な年金を受・けていると きは

支給されません。(手続き }J法は最下段に)

身心障害児の監護者に

特別児童扶養手当と特別児童年金

肘
ま
で
に
受
講
申
込
書
を
上
回
専
修

職
業
訓
練
校
へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

(
申
込
書
は
同
校
で
。

告
@
O
六
O

O
)
 

男
さ
ん
戸
別
所
目
別
W

可
取
田
宮
太
郎
き

ん

(
別
所
旅
館
組
合
〕

〈
優
良
国
民
年
金
協
力
会
長
〉

倉
科

一
志
さ
ん

(愛
宕
町
)、
永
野
み
つ

子
さ
ん

(上
紺
屋
町
)、
山
田
藤
作
さ
ん

(上
塩
尻
十
班

)、
原
敦
胤
さ
ん
(
合
升
)

藤
沢
酒
造
男
さ
ん

(八
木
沢
五
班
)
、
中

沢
源
三
さ
ん

(八
木
沢
六
班
)、
斉
藤
秀

夫
さ
ん

(下
之
郷
七
班

)、
工
藤
康
邦
さ

ん
(
下
之
郷
九
班
)、
武
田
茂
美
さ
ん
(
十

人
上
村
)、
金
沢
直
人
さ
ん
(手
塚
金
井
)

斉
藤
清
人
さ
ん

(手
塚
下
堀
口
)
、
網
野

弥
蔵
さ
ん

(別
所
東
町
)
、
山
辺
た
け
千

さ
ん
(
別
所
湯
端
)
、
古
平
敏
男
さ
ん
(
別

所
日
影
)、
斉
藤
雅
昭
さ
ん

(別
所
西
大

湯
)、
依
田
次
衛
さ
ん

(別
所
東
大
湯
)

級

る

、

額

さ

さ

悩

手

重

等

花

4
あ

て

月

皆

入

し

養

児

児

約

の

つ

、

の

転

だ

扶

別

遺

刊

3
古一口
わ
当

。
者

ら

た

章

特

害

川

ら

障

か

手

す

給

か

。

児

(

災

引

か

の

に

養

ま

受

村

い

o

別

本

通

則

級

)

母

扶

れ

当

町

さ

ん

特

謄

交

@

1

で

父

重

さ

手

市

だ

せ

、

籍

(

宮

帳

ま

、

児

給

養

他

く

ま

当

戸

害

(

手

度

は

別

支

扶

。
て

し

手

、

明

障

B
た

特

が

童

す

し

当

養

せ

鑑

証

い

身

帳

ま

、

か

児

ま

き

該

扶

合

印

故

さ

(

手

、

に

ら

別

れ

続

は

童

問

へ

事

だ

度

育

親

方

ち

特

さ

手

方

児

お

課

、

〈

重

療

母

る

ど

る

給

は

る

、

と

祉

本

て

に

は

、

い

の

す

支

万

い

金

法

福

糟

し

神

児

親

て

円

住

が

る

て

祉

方

所

票

参

精

簿

父

し

∞

府

金

れ

れ

福

き

務

民

持

は

精

る

育

冷

に

年

さ

さ

等

続

事

住

を

た

、

す

益

ロ

内

叢

当

給

先

手

祉

)

)

)

ま

で

護

を

か

市

児

該

受

遣

の

福

く

み

引

、

ま

監

輩

円

、

別

で

を

害

金

所

除

の

町

体

部

を

児

∞

た

特

万

当

災

年

役

は

金

②

身

1
童

の

J
ま

に

た

手

通

・

市

金

祉

線

の

児

そ

国

ん

れ

祉

交

当

年

福

有
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〔準備〕

大
会
を
い
ろ
ど
る

サ
ル
ビ
ア
リ
ン
ド
ウ

山
山
丞
出
仕
付
つ

若
人
の
祭
典
「
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
」
も

あ
と
一
月
で
開
催
と
な
り
ま
す
。
市
役

所
内
の
高
校
総
体
事
務
局
で
は
参
加
校

の
申
込
み
、
宿
泊
予
約
が
終
り
、
本
番

に
向
つ
て
の
準
備
も
忙
し
さ
を
増
し
て

い
ま
す
。高

校
生
の
夢
で
あ
る
、
青
春
を
か

け
た
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
(
高
校
総
体
)

が
、
あ
と
三
十
一
日
後
に
開
催
さ
れ

ま
す
。『
自
然
と
友
情
と
躍
進
と
』
を

テ
!

?
に
本
大
会
の
準
備
も
、

着
々

と
進
め
ら
れ
、
補
助
員
の
登
録
も
す

で
に
完
了
し
ま
し
た
。

各
県
を
回

っ
て
、
毎
年
開
催
さ
れ

そ
の
一
つ
と
し
て
県
花
リ
ン
ド
ウ
と

サ
ル
ビ
ア
で
市
内
を
飾
り
、
全
国
か
ら

集
ま
る
精
鋭
を
暖
か
く
迎
え
、
ま
た
、

熱
戦
を
終
、
え
た
選
手
の
気
持
が
な
ご
む

よ
う
に
と
、
今
、
北
佐
久
農
業
高
校
、

丸
子
実
業
高
校
、
務
官
科
高
校
で
、
苗
を

て
い
る
こ
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
は
、

過
去
に
お
い
て
、
わ
た
し
た
ち
の
先

鼓
が
、
他
県
で
い
ろ
い
ろ
お
世
話
に

な

っ
て
き
た
わ
け
で
す
。
こ
の

お
札

育
て
て
い
ま
す
。

各
校
の
闘
芸
ク
ラ
ブ
員
が
中
心
と
な

り
、
担
当
の
先
生
の
指
導
を
受
け
て
、

四
月
下
旬
に
地
え
替
え
を
す
ま
せ
、
鉢

(
は
ち
)
あ
げ
よ
う
の
培
養
土
を
使
い

ビ
ニ

ー
ル
ポ

ッ
ト

(
薄
い
ビ
ニ
ー
ル
製

の
鉢
)
へ
の
移
し
替
え
(
鉢
あ
げ
)
を

終
え
、
毎
日
水
を
や
り
苗
が
丈
夫
に
育

つ
よ
う
手
入
れ
を
し
て
き
ま
し
た
。

今
で
は
、
す

っ
か

り
大
き
く
な
リ
、

つ
ぼ
み
を
つ
け
た
苗
も
あ
リ
、
実
行
委

員
会
の
飾
り
鉢
に
柿
え
替
え
る
の
を
待

つ
ば
か
り
と
な
り
ま
し
た
。

各
校
の
園
芸
ク
ラ
フ
民
が
心
を
こ
め

て
育
て
た
、
サ
ル
ビ
ア
が
い
円
台
以
の
強
い

日
さ
し
を
受
け
、
燃
え
る
よ
う
な
赤
い

花
を
つ
け
、
リ
ン
ト
ウ
が
か
れ
ん
な
薄

む
ら
さ
き
の
花
を
涼
し
げ
に
市
内
の
街

上
田
市
で

の
大
会
を
青
春
の
よ
さ
思

い
出
と
し
て
、
持
ち
い
州

っ
て
も
ら
え

る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
、
こ
の
大
会
を
是
非
成
功
さ
せ

選
手
を
暖
く
迎
え
よ
、つ

長
野
県
高
等
学
校
生
徒
代
表

山

本

千

恵

子

(上
田
高
二
年
)

の
意
味
に
お
い
て
も
全
国
各
地
か
ら

集
ま

っ
て
く
る
若
人
を
、
市
民
総
ぐ

る
み
で
暖
か
く
迎
え
る
こ
と
が
必
要

な
の
で
は
る
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
こ

た
い
と
。

そ
れ
に
は
、
全
固
め
仲
間
を
気
持

ち
よ
く
受
け
入
れ
、
友
情
の
輸
を
広

げ
る
と
と
も
に
、
線
睦
を
深
め
る
こ

角
や
会
場
に
咲
き
ほ

こ
る
こ
ろ
、
全
国

の
精
鋭
が
集
ま
り
熱
戦
を
展
開
す
る
こ

と
で
し
ょ
‘
つ
。

「
わ
た
し
た
ち
が
、
心
を
こ
め
て
育

て
た
花
が
、
選
手
た
ち
の
緊
張
し
た
気

持
ち
を
や
わ
ら
げ
、
美
し
い
自
然
と
と

も
に
、
彼
ら
の
心
に
思
い
出
と
し
て
残

っ
て
く
れ
れ
ば
、
こ
れ
ほ
ど
う
れ
し
い

こ
と
は
な
い
。
花
を
育
て
る
こ
と
を
と

お
し
て
、
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
に
関
心
を
持

っ
て

い
き
た
い
」
と
、
花
作
り
の
苦
労

を
越
、
え
て
、
若
者
ら
し
く
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
も
、
全
国
か
ら
参
加

し
た
選
手
に
、
上
田
市
の
印
象
が
よ
き

青
春
め
思
い
出
と
し
て
残
る
よ
う
暖
か

く
迎
、
ぇ
、
親
し
み
の
あ
る
大
会
と
し
ま

し
ょ
、
っ
。

と
が
大
切
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

こ

れ
に
は
、
私
た
ち
高
校
生
は
も
ち
ろ

ん
、
一
般
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
な

け
れ
ば
こ
の
大
会
を
成
功
さ
せ
る
こ

と
は
、
む
ず
か
し
い
と
思
い
ま
す
。

今
は
、
ポ
ス
タ
ー
、
歓
迎
の
看
板

な
ど
、
準
備
則
聞
で
す
の
で
、
ま
だ

ま
だ
意
識
が
高
ま
っ
て
こ
な
い
の
が

現
状
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ

ら
の
掲
ぷ
も
間
近
に
行
わ
れ
る
は
ず

で
す
。
ど
う
か
皆
さ
ん
の
心
を
一
つ

に
し
て
、
大
会
を
悦
リ
あ
げ
、
成
功

し
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

7
月
8
日
市
民
会
館

老
後
の
問
題
を

考
え
よ
う

豊
か
な
老
後
の
た
め
の
県
民
運
動

の
一
つ
と
し
て
「
豊
か
な
老
後
の
た

め
の
県
民
会
議
」
を
次
に
よ
り
開
催

し
ま
す
。

老
人
だ
け
で
な
く
、
青
壮
年
も
参

加
し
、
老
後
問
題
を
真
剣
に
考
え
、

究
明
す
る
た
め
、
大
勢
の
皆
さ
ん
の

参
加
を
お
勧
め
し
ま
す
。

と

き
M
M
七
月
八
日
同
午
前
十
時
三

十
分
か
ら
午
後
三
時
。

と
こ
ろ

l
上
田
市
民
会
館

内

容

1
意
見
発
表

「
老
後
問
題
に

思
う
」
、
学
生
、
生
徒
の
立
場
か
ら

粕
尾
幸
子
き
ん

(
第
一

中
学
校
三

年
)
青
年
の
立
場
か
ら
前
島
和
博

さ
ん
(
二
十
五
歳
)。
婦
人
の
立
場

か
ら
君
波
光
枝
さ
ん
(
五
十
一
歳
)

老
人
の
立
場
か
ら
構
関
正
中
さ
ん

(
七
十
七
歳
)

全
体
会
議
「
包
か
な
老
後
の
た

め
に
家
庭
の
調
和
を
ど
う
図
っ
た

ら
よ
い
か
」
主
論
者
、
武
田
技
男

さ
ん
(
川
町
社
会
部
長
)
。
山
本
太
郎

さ
ん
(
県
教
育
委
民
)
一

w

玉
井
袈
裟

男
さ
ん

(
信
州
大
学
助
教
授
)
。
鈴

木
鳴
海
さ
ん

(
上
回
女
子
短
期
大

字
学
長
)

主

催

H
H
盟
か
な
老
後
の
た
め
の
県

民
会
議
実
行
委
只
会
，
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と
進
め
ら
れ
、
補
助
貝
の
登
録
も
す

て
に
完
了
し
ま
し
た
。

各
県
を
凶
勺
て
、
毎
年
開
催
さ
れ

集
ま

っ
て
く
る
若
人
を
、
市
民
総
ぐ

る
み
で
眼
か
く
迎
え
る
こ
と
が
必
要

な
の
て
は
な
い
て
し
よ
う
か
。

こ
こ

号
d

鎗
町一

小

宮
山
英
雄
さ
ん

一

天
神
四
(
北
天
神
町
)
七

O

劉

森

と

も

江

さ

ん

長

島

八

五

川

相

市

村

正

雄

さ

ん

伊

勢

山

六
六

環

恩

田

孝

士

口

さ

ん

院

内

七

七

崎
明
南
日
二
三
四
さ
ん

一

中

央

西

一
(
鎌
原
)
七
九

一

松

井
正
好
さ
ん

た

中

央

四

(丸
堀
)
七
三

宮

島

哲

子

さ

ん

福

田

七

七

田
中
み
ど
り
さ
ん

天
神
四

(南
天
神
町
)

若
林
隼
雄
さ
ん

国
分
一

殺
な
除
制

次
の
方
々
か
な
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

つ
つ
し
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

(
五
月
三
十
一
日
現
在
)

えつ広報

小
林
司
さ
ん

中
央
西
二

中
村
三
郎
さ
ん

一(7)ー一昭和51年 7月 1日

アメシ口が大発生

(
上
堀
)
八

O

(下
紺
屋
町
)
七
ニ

新

田

六

八

しています

みんなでアメシ口を

撲滅しよう

幡
町
川
記
事
情
一
々
C

Jん

小
川
水
し
づ
チ
さ
ん

船
水
か
つ
r
ず
さ
ん中

央
二

(本
町
)
三
九

倉

升

六

一

笹

井

七

五

下
之
条

院

内

三
井
梅
さ
ん

小
市
寿
次
さ
ん

金

児

一

さ

ん

中
央
西
二

(下
紺
屋
町
)
八
八

宮
沢
ふ
志
さ
ん常

国
三

(上
常
田
)
七
四

馬

場

津

た

じ

さ

ん

上

塩

尻

九

一

宮

島

基

さ

ん

小

牧

八

一

中
村
七
郎
さ

ん

伊

勢

山

七

五

佐

藤

キ

ツ

き

ん

大

屋

八

一

竹
内
御
弥
き
ん

中
央
四

(新
田
)
八
O

春
原
幸
平
さ
ん

蛇

沢

七

八

渡

辺

弥

一

さ

ん

岩

下

七

O

原

宣

安

さ

ん

倉

升

九

O

池
田
袈
裟
美

さ

ん

上

半

過

六

三

宮

下

治

幸

さ

ん

下

塩

尻

七

九

宮
下
ウ
メ
き
ん

中
央
西
二
(
下
紺
屋
町
)
八
三

片

岡

四

郎

さ

ん

小

牧

八

O

清
道
け
さ
お
さ
ん

常
国
三
(
上
常
国
)
八
五

橋

詰

つ

な

よ

さ

ん

大

屋

七

四

尾
和
た
け
じ
さ
ん

御

所

七

七

飯

島

二

三

四

さ

ん

下

之

条

五

回

安

藤

金

重

き

ん

国

分

七
四

荻

原

篤

央

き

ん

西

野

竹

一

荻

原

靖

典

き

ん

西

野

竹

O

滝
沢
定
雄
き
ん常

国
三
(
上
常
田

)
七
五

そ
れ
に
は
、
全
国
の
仲
間
を
気
持

ち
よ
く
受
け
入
れ
、
友
情
の
輪
を
広

げ
る
と
と
も
に
、
親
睦
を
深
め
る
こ

七七
二八

市

T
対
日
訓
刊
柿
崎
将
C
'九

川
井
よ
し
じ
さ
ん

駒
沢
き
た
さ
ん

山
辺
金
人
さ
ん材

木
町
二
(
染
屋
)
六
五

片

山

、

か

み

さ

ん

上

田

原

五

五

柳
沢
た
つ
の
さ
ん

中
央
西
一

(
鎌
原
)
八
三

岡
安

登
さ
ん中

央
六

(
愛
宕
町
)
七
二

中
島
よ
し
さ
ん

川
辺

町

七

八

永

井

幾

久

さ

ん

上

室
賀

七
一

近

藤

盛

男

さ

ん

上

室
賀

七
八

南
波
志
ん
き
ち
さ
ん
下
室

賀

八

九

清
水
志
げ
子
さ
ん

小

泉

六

八

水

沢

平

四

郎

さ

ん

岡

八

八

武

藤

三

徳

さ

ん

浦

野

六

四

細

田

延

一

郎

さ

ん

林

之

郷

八

O

中

村

た

か

ち

さ

ん

小

井

田

七

八

望

月

み

ゆ

き

さ

ん

中

吉

田

七

一

圧
村
太

一
郎
さ

ん

大

湯

七

四

召
田
仲
平

さ

ん

院

内

八
四

山
極
岩
次

郎

さ

ん

新

町

八
O

淵

田

宏

さ

ん

下

之

郷

四

四

木

村

隆

さ

ん

下

組

九

牧

内

の

ぶ

さ

ん

中

組

八

四

片

山

み

っ

さ

ん

中

野

九

一

滝

沢

ま

つ

さ

ん

下

之

郷

七

八

酒

井

智

恵

子

さ

ん

舞

田

四

O

大

沢

栄

蔵

さ

ん

平

井

寺

八

四

甲
田
志
ま
さ
ん中

央
六
(
愛
宕
町
)
七
四

窪
田
袈

裟

太

郎

さ

ん

平

井

寺

六

二

清

水

作

内

さ

ん

院

内

八

八

上
田
原

院

内

緑
が
丘
北

七
七

八

O
八
六

に
し
て
、
大
会
を
盛
り
あ

γ

し
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

誤った起源説

と「前史」

⑫ 

EEEE書留

「
河
原
者
」
は
、
領
主
を
も
た
ず
、

あ
る
い
は
領
主
の
支
配
か
ら
か
な
り

独
立
し
て
、

河
原
に
住
ん
で
芸
能
や

庭
つ
く
り
、
皮
革
づ
く
り
、
染
物
な

ど
の
技
術
で
「
下
魁
上

(
げ
こ
く
じ

よ
う
)
」
の
時
代
を
の
し
あ
が
っ
て
い

こ
う
と
し
ま
し
た
。
わ
が
国
の
演
劇

音
楽
、
舞
踊
を
創
造
し
た
の
は
、
ま

さ
に
、
中
世
賎
民
だ
っ
た
こ
と
は
、

み
な
さ
ん
も
ご
存
知
で
し
ょ
う
。

い
わ
ゆ
る
戦
国
時
代
、
賎
民
と
よ

ば
れ
る
人
た
ち
の
中
か
ら
、
商
人
や

手
工
業
者
に
な
り
、
な
か
に
は
、
武

士
や
領
主
に
す
ら
な
っ
た
者
が
あ
り

ま
す
。
尾
張
の
農
民
の
子
が
天
下
を

取
っ
た
例
(
豊
臣
秀
吉
)
が
そ
れ
を

雄
弁
に
物
語
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
一

方
、
賎
民
に
落
ち
こ
ん
で
き
た
人
も

多
か
っ
た
の
で
す
。

近
世
の
大
名
が
で
き
る
過
程
で
、

諸
大
名
は
、
領
内
の
被
差
別
民
を
一

か
所
に
集
め
て
住
わ
せ
、
皮
革
づ
く

り
土
木
工
事
な
ど
に
使
い
ま
し
た
。

戸
そ
し
て
、
移
動
の
自
由
も
、
職
業
の

学
学
長
)

主

催

1
豊
か
な
老
後
の
た
め
の
県

民
会
議
実
行
委
員
会
。A

V
A
V
A
V
I
o
l
n
v
A
V
 

自
由
も
う
ば
っ
て
、
部
落
を
形
成
し

て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
い
わ
ゆ
る

士
農
工
商
エ
タ
・
ヒ
ニ
ン
の
身
分
制

が
形
づ
く
ら
れ
て
い
き
、
江
戸
時
代

に
は
そ
れ
を
法
律
に
よ

っ
て
固
定

し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
身

分
制
度
は
完
成
さ
せ
ら
れ
て
い
く
の

で
す
。こ

う
な
る
と
、
も
う
、
大
名
の
子

は
大
名
、
武
士
の
子
は
武
士
、
農
民

の
子
は
農
民
、
賎
民
の
子
は
永
遠
に

賎
民
と
い
う
き
び
し
い
カ
セ
に
し
ば

ら
れ
て
し
ま
い
、
自
由
に
身
分
聞
の

交
流
も
で
き
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
職
業
も
住
む
場
所
も
、
衣
類

や
こ
と
ば
づ
か
い
ま
で
も
が
、
身
分

に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
た
の
で
す
。

こ
の
き
び
し
い
身
分
制
度
は
、
た

ん
に
近
世
賎
民
を
支
配
し
、

差
別
す

る
た
め
だ
け
に
あ
っ
た
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
じ
つ
は
農
民
を
支
配
搾
取

す
る
た
め
に
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

「
百
姓
と
ゴ
?
の
油
は
、
し
ぼ
れ
ば

し
ぼ
る
ほ
ど
出
る
」
と
い

う
ほ
ど
の

ひ
ど
い
搾
取
を
受
け
て
い
た
農
民
が

支
配
層
に
対
し
て
も
つ
反
抗
、
怒
り

を
「
下
に
は
下
が
あ
る
の
だ
」
と
は

か
な
い
慰
め
を
さ
せ
、
反
抗
心
を
ゆ

る
め
さ
せ
る
た
め
に
被
差
別
民
へ
の

差
別
は
利
用
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
す
。

し
か
も
、
民
衆
を
た
が
い
に
分
裂
さ

せ
、
支
配
し
や
す
く
す
る
も
の
で
も

あ
り
ま
し
た
。
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妊
婦
の
栄
養
摂
取
が

歯
の
一
生
を
左
右

「
子
供
た
ち
を
虫
歯
か
ら
守
ろ
う
」
③

甘
味
制
限
(
特
に
乳
般
飲
料
が
大
敵
)

と
食
後
の
品
開
み
が
き
、
乳
児
へ
の
母
乳

似
打
か
虫
州
予
防
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
で

あ
る
こ
と
を
前
回
で
お
話
し
し
ま
し
た

か
、
今
川
は
、
も
う
一
つ
の
虫
的
予
防

の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
し

t: えつ722号 (腕縦樹)一一広報

報恩寮入寮の

鰻沢さんご夫妻

制時i
報思察集会主建設資金にしてください

と幸弘'CJ、引へ入寮されている松沢栄次郎さ

ん、すすイさんご夫主ーから 200万円のこ

寄付をいただきました。

l字くお礼申しあげます。

報恩寮集会建設資金にと: 7月16日

い

23号

妊婦は栄養に注意を

み
ん
な
の
.
ヘ

l
ピ

栄
養
は
、
歯
に
関
し
て
子
供
の
一
生
を

左
右
す
る
と
い
っ
て
も
言
い
過
き
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

上
水
道
へ
フ
ッ
素
添
加

人
工
的
に
歯
を
強
く

い
っ
た
ん
外
へ
顔
を
出
し
た
歯
は

も
う
栄
養
に
よ
っ
て
強
く
な
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
お
茶
や
あ
ら
ゆ
る
食

仙
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
フ
ソ
業
に
よ

っ
て
、
的
の
表
前
の
結
回
聞
が
ち
山
政
に
る

っ
て
般
に
溶
け
に
く
く
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
は
え
た
ば
か
り
の
尚
は
般

に
よ

っ
て
簡
単
に
溶
か
さ
れ
て
し
ま
う

の
で
、
人
工
的
に
肉
を
強
く
し
て
や
る

必
要
い
か
あ
り
ま
す
。
フ
ノ
京
税
引
、
フ

ノ
素
洗
口
、
水
道
水
へ
の
フ

ノ
京
添
加

な
ど
の
打
法
が
あ
リ
ま
す
が
、
フ
ノ
ド
品
川

余
白
ま
じ
化
本
が
巴
く
、
し
か
も
H
J
川
l

茂

J
4
l
d
I
'
J
J

1

7

f
l
J
 

術
品
れ
が
必
要
て
あ
る
と
い
う
欠
点
が
あ

号 10発

れ太鼓卓 (上

市内各Ij凶iへ
にスタート)

10発
j車の代表者

当日j_'.田商

会談所前本部

て登録してく
さし、。

号14発

フッ素塗布・洗口・歯み

がき剤の虫歯予防効果り
ま
す
。

水
道
水
の
フ
ソ
索
添
加
は
、
上
水
道

に
ご
く
薄
い
波
山

(
1
P
P
M
)
の
フ

ッ
素
を
入
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
作
附
の

形
成
中
か
ら
作
川
さ
せ
よ
う
と
い
う
も

の
で
、
一
九
六
ん
年
と
一
九
七
川
年
の

二
川、

W
H
O
(世
界
似
位
機
関
)
か

ら
安
全
性
に
問
題
る
し
と
し
て
、
各
国

に
引
い
ん
地
の
納
行
い
か
山
さ
れ
ま
し
た
が
、

刊
本
て
は
制
作
の
と
こ
ろ
ま
た
実
現
し

て
い
ま
せ
ん

市
も
フ
ッ
素

洗
口
(
辻
M
)
実
施
を
計
画

保存指定樹 NO.II . 12 
下塩尻天満天神社のケヤキ(3.30)クヌギ(2.72)

薄
い
フ

ッ
化
ナ
ト
リ
ュ
ウ
ム
液
で
「
ブ

ク
ブ
ク
」
う
が
い
す
る
万
法
は
特
別
な

設
備
を
必
要
と
せ
ず
、
四

i
五
歳
か
ら

実
施
で
き
、
し
か
も
続
代
が
少
な
く
て

す
む
な
ど
の
利
点
が
あ
り
、
現
夜
、
二

十
七
都
道
府
県
で
実
地
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
新
潟
県
で
は
現
在
、
二
百
九
十
五

の
施
設
で
約
四
万
二
千
人
の
閑
児
、
九
千

童
に
実
施
中
で
、
予
防
効
果
六
O
%
の

成
績
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

フッ素洗口法と
虫歯り患率

県
下
で
は
、
佐
久
市
が
一
部
校
で
五

年
前
か
ら
実
施
、
丘
十
年
度
か
ら
全
小

中
学
校
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
実
施
は
、
四
年
間
の
テ
ス
ト
の

結
来
、
新
し
い
虫
尚
を
間
五
%
も
抑
制

し
た
フ
ノ
索
の
州
米
が
認
め
ら
れ
た
か

ら
で
す
。

上
回
山
で
も
、
本
年
度
中
に
市
ぃ
札
保

育
同
、
小
学
校
て
希
引
を
と
リ
な
か
ら

実
地
に
移
る
計
州
て
惟
仙
を
町
一
め
て
い

ま
す
。〔

資
料
提
供

l
li小
向
判
竹
仏
仇
帖
川
公

午前 9時か

で行います。

す。

10時から午
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